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衰
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へ
ぐ

ま

え

が

き

最
近
、

多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で
、

水
系

感
染
症
で
あ
る
ノ
ロ
ゥ
イ
ル
ス
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

上
下
水
道
の
関
係

者
と
す
れ
ば
、

塩
素
に
耐
性
を
持
つ
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
問
題
は

「パ
ン
ド
ラ
の
箱
」

で
あ
る
。

事
業
者
と
す
れ
ば
今
ま
で
の

水
質
の
安
全
性
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
不

確
か
な
情
報
を
基
に
あ
ま
り
騒
い
で
も

ら
い
た
く
な
い
が
、

関
連
す
る
業
界
で

は
、

大
き
な
高
度
処
理
装
置
ビ
ジ
ネ
ス

塩素に耐性 この問題は「パンドラの箱」

検査法など研究に遅れ ①

（オ
ゾ
ン
処
理
、

紫
外
線
殺
菌
装
置
、

膜
分
離
）
が
期
待
て
き
る
箱
で
も
あ
る
。

欧
米
諸
国
で
も
最
近
、

こ
の
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
問
題
が
大
き
く
論
議
さ
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。

こ
こ
に
米
国
の
例
お
よ

び
日
本
の
実
情
を
紹
介
し
、

水
道
に
お

け
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
進
展
を
期

待
し
た
い
。

ノ

ロ
ウ

イ

ル

ス
と

は

昔
か
ら

「お
な
か
に
来
る
風
邪
」
と

し
て
扱
わ
れ
、

冬
場
の
風
邪
の
集
団
感

染
と
さ
れ
て
い
た
が
、

近
年

「ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
」
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
、

ま
た
分
析
技
術
が
発
達
し
た
こ
と
に
よ

り
急
速
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
ヒ
ト
に
経
口
感

染
し
て
、

伝
染
性
の
消
化
器
感
染
症
を

起
こ
す
。

具
体
的
に
は
嘔
吐
、

下
痢
、

腹
痛
、

微
熱
の
症
状
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
症
状
は
通
常
、１
～
２
日
で
治
癒
し
、

後
遺
症
が
残
る
こ
と
も
な
い
。

た
だ
し

免
疫
力
の
低
下
し
た
老
人
で
は
、

死
亡

し
た
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
２
年
、

国
際
ウ
イ
ル
ス
学
会

に
お
い
て
、

そ
れ
ま
で
ノ
ー
ウ
ォ
ー

ク

ウ
イ
ル
ス
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
を

「ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
属
」
、

サ
ノ
ボ
ロ
ウ

イ
ル
ス
と
呼
ば
れ
た
も
の
を

「サ
ボ
ウ

イ
ル
ス
属
」
と
い
う
名
称
で
呼
ぶ
こ
と

が
定
め
ら
れ
た
。

そ
の
名
前
の
出
来
は
１
９
６
８
年
、

米
国
の
オ

ハ
イ
オ
州
ノ
ー
ウ
ォ
ー

ク
で

集
団
発
生
し
た
胃
腸
炎
の
患
者
か
ら
発

見
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
が

「ノ
ー
ウ
ォ
ー

ク
ウ
イ
ル
ス
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

こ

の
後
、

こ
の
ノ
ー
ウ
ォ
ー

ク
ウ
イ
ル
ス

と
よ
く
似
た
小
型
球
形
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
胃
腸
炎
や
食
中
毒
の
例
が
、

世
界
各

地
で
報
告
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
土
地

の
名
前
を
冠
し
て
呼
ば
れ
た
。
１
９
７

７
年
、

札
幌
で
幼
児
に
集
団
発
生
し
た

胃
腸
炎
か
ら
、

ノ
ー
ウ
ォ
ー

ク
ウ
イ
ル

ス
と
よ
く
似
た
小
型
球
形
ウ
イ
ル
ス
が

病
原
体
と
し
て
発
見
さ
れ
、

「サ
ソ
ボ

ロ
ウ
イ
ル
ス
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
４

種
類
の
小
型
球
形
ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
、

人
に
悪
さ
を
す
る
の
は
、

こ
の
２
種
で

あ
る
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
中
に
広
く
分

布
し
て
い
る
と
さ
れ
、

先
進
国
で
は
ア

メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ

ン
ド
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、フ

ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
、

オ
ラ
ン
ダ
、

ア
イ
ル
ラ
ン

ド
、

ス
イ
ス
な
ど
で
人

へ
の
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一

方
、

発
展
途
上
国
で
は
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
以
前
の
問
題
が
多
く
、

本
来
の
水
系

感
染
症
、

コ
レ
ラ
、

赤
痢
、

チ
フ
ス
な

ど
で
多
く
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。

感
染
経
路
と
治
療
法

「抗
ウ
イ
ル
ス
剤
な
し
」

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
は
、

そ
の
感
染
経
路
か
ら
①
ウ
イ
ル
ス
を
蓄

積
し
た
カ
キ
な
ど
を
生
食
し
て
経
口
感

染
す
る
も
の
②
感
染
し
た
患
者
の
糞
使

や
嘔
吐
物
か
ら
排
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス

か
ら
経

日
感
染
す
る
も
の
―
―

が
多

い
。

ま
た
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
タ
バ
コ

の
煙
粒
子
よ
り
小
さ
く
乾
燥
す
る
と
容

易
に
空
中
に
漂
い
、

こ
れ
が
口
に
入

っ

て
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

人
混

み
を
避
け
、

糞
便
や
嘔
吐
物
は
速
や
か

に
処
理
し
、

乾
燥
さ
せ
な
い
こ
と
が
感

染
防
止
に
重
要
で
あ
る
。

現
在
、

こ
の

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
の
あ
る
抗
ウ
イ

ル
ス
剤
は
な
く
、

対
症
療
法
が
行
わ
れ

て
い
る

（輸
液
に
よ
る
脱
水
症
状
の
改

善
な
ど
）
。

通
常
、

ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
の
詳
細

な
研
究
を
行
う
に
は
、

適
切
な
動
物
培

養
細
胞
を
探
し
て
感
染
さ
せ
、

ウ
イ
ル

ス
を
増
殖
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
実
験
室
的

に
増
殖
さ
せ
る
方
法
が
ま
だ
見
つ
か

っ

て
い
な
い
。

動
物
の
腸
管
系
内
で
の
み

増
殖
す
る
。

こ
の
た
め
、

検
査
や
治
療

方
法
に
対
す
る
研
究
が
他
の
ウ
イ
ル
ス

と
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
は
、

感
染
者

の
糞
便
１

宮
中
に
１
億
個
以
上
、

嘔
吐

物
ｌ

ｇ
中
に
は
１
０
０
万
個
以
上
と
言

わ
れ
て
い
る
。

多
く
の
食
中
毒
は
１０
万

個
か
ら
１
０
０
万
個
の
細
菌
で
発
病
す

る
の
に
対
し
、

こ
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は

感
染
力
が
強
く
１
０
０
個
以
下
で
も
発

病
す
る
。

ま
た
感
染
し
て
も
発
病
し
な

い
人
も
多
い
と
い
う
や

っ
か
い
者
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

ぞ
∬
朗
笠
打
夕

吉
村

和
就

ノロウイルス ( 小型球形
ウイブ♭ス、横バーは50nm )
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表 -1 ク ル ー ズ シ ツプ病 の発 生 数 と患者 数

米国疾病管理センター(CDC)が 警告

愚者数2300万人以上と予想
沼
息
能ヽ
勅
歩

吉
村

和
就
端
棘る（傲堤棘律蝕野球守那鋪

し
く
発
生
患
者
数
を
見
て
み
る
と
表
―

２
に
な
る
。

患
者
の
病
状
は
、

下
痢
と
嘔
吐
が
主

で
あ
り
、

途
中
で
ジ
ア
ー
を
打
ち
切

っ

て
船
内
消
毒
を
し
て
い
る
例
が
多
い
。

問
題
は
、

な
ぜ
ク
ル
ー

ズ
船
て
ノ
ロ
ゥ

イ
ル
ス
の
被
害
が
多
い
の
か
不
明
で
、

食
材
や
飲
料
水
、

船
上
プ
ー

ル
水
な
ど

が
疑
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
感
染
源
、

感
染
ル
ー
ト
が
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
、

狭
い
船
内

（高
い
人

口
密
度
）
で
感
染
率
が
高
い
、

同
じ
食

材
を
食
べ
て
い
る
、

高
齢
者
の
乗
船
客

が
多
い
（免
疫
性
が
低
下
し
て
い
る
）
、

調
理
人
か
ら
の
二
次
感
染
、

空
調
機
器

か
ら
の
ワ
イ
ル
ス
拡
散
、

船
上
ダ
ン
ス

パ
ー

テ
ィ
て
手
か
ら
の
感
染
な
ど
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、

は

っ
き
り
し
て
い
な

い
。ま

た
最
近
は
、船

上
ば
か
り
で
な
く
、

カ
ジ
ノ
、

学
校
、

老
齢
者
の
た
め
の
デ

イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
多
く
の
発

病
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
カ
ジ
ノ

・
フ
ラ
ミ
ン
ゴ

て
は
１
２
０
０
人
の
ノ
ロ
ゥ
イ
ル
ス
患

者
が
出
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。

Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
報
告
に
よ
る
と
、

今
年
の

１
月
か
ら
２
月
末
ま
で
に
、

す
で
に
２５

例
報
告
さ
れ
て
い
る
。
２
月
２‐
日
か
ら

２４
国
ま
で
の
報
告
例
は
表
１
３
の
通

り
。こ

こ
で
も
感
染
源
と
し
て
食
材
や
飲

ま
た
各
州
の
疾
病
セ
ン
タ
ー
は
当
面
の

対
策
と
し
て

「石
け
ん
を
使
い
、

十
分

泡
立
て
、

水
道
水
で
２０
秒
以
上
洗
い
流

す
こ
と
」
を
強
く
指
導
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、

米
国
内
で
は
ヒ
ス
パ

ニ

ッ
ク
系
の
移
民
の
増
加
と
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
た
め
、

今
後
７
６
０
０
万
人

の
食
中
毒
患
者
が
出
て
、
５
０
０
０
人

ｔ

以
上
が
死
亡
す

ｐｏ

る
と
予
想
し
て

河

い
る

。
特
に
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り

２
３
０
０
万
人

以
上
の
患
者
が

出

る

と

警

告

し
、

連
邦
政
府

お
よ
び
州
政
府

に
そ
の
対
策
を

強
く
求
め
て
い

る
。し

か
し
、

連

邦
政
府
は
死
者

が
あ
ま
り
出
な

い
疾
病
に
対
し

積
極
的
に
対
処

し
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
、

Ｃ

Ｄ
Ｃ
は
Ａ
Ｍ
Ａ

（ア
メ
リ
カ
ン
メ
デ
ィ

カ
ル
協
会
）
、

Ａ
Ｎ
Ａ

（ア
メ
リ
カ
ン

看
護
士
協
会
）
、

Ｆ
Ｄ
Ａ

（米
国
食
品

医
薬
品
庁
）
、

Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ

（農
業
省
）

と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、

こ
の

問
題
の
啓
蒙
活
動
や
政
府

へ
の
働
き
か

け
を
強
め
て
い
る
。

す
で
に
全
米
２７
州

の
公
衆
衛
生
研
究
所
に
て
、

ノ
ロ
ゥ
ィ

ル
ス
の
検
査
体
制
を
整
え
て
い
る
。

ま
た
、

飲
料
水
に
つ
い
て
は
、

Ａ
Ｗ

Ｗ
Ａ

（全
米
水
道
協
会
）
が
浅
井
戸
の

地
下
水
が
、

ノ
ロ
ゥ
イ
ル
ス
汚
染
を
引

き
起
こ
し
や
す
い
こ
と
を
警
告
し
、

地

下
水
管
理
の
徹
底
を
求
め
て
い
る
。

し

か
し
水
道
水
中
の
ノ
ロ
ゥ
ィ
ル
ス
に
つ

い
て
は
、

特
段
研
究
対
象
に
は
な

っ
て

い
な
い
。

一
方
、
９

・
Ｈ
テ
ロ
後
新
設
さ
れ
た

国
土
安
全
保
障
省
で
は
、

シ
ン
シ
ナ
テ

ィ
の
研
究
所
で
水
道
施
設

へ
の
バ
イ
オ

テ
ロ
対
策
の

一
環
と
し
て
、

炭
痘
菌
、

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
、

あ
る
種
の
ウ
イ
ル
ス

を
高
濃
度
で
増
養
し
、

送
水
管
に
注
入

し
、

管
中
で
の
拡
散
、

検
出
、

解
毒
処

理
方
法
の
研
究
を
し
て
い
る
が
、

当
然

の
こ
と
な
が
ら
、

そ
の
詳
細
は
発
表
さ

れ
て
い
な
い
。

（
つ
づ
く
）

一ク
テ
黍
蓼
ぺ
す
り
韮
窪
彗
〒

米
国
に
お
け
る
ノ
回
ウ
イ
ル

ス
問
題

「
ク
ル
ー
ズ
シ
ッ
プ
病

で
有
名
」

米
国
で
は
、

こ
の
ノ
ロ
ゥ
イ
ル
ス
問

題
は
豪
華
客
船
に
お
け
る

「ク
ル
ー

ズ

シ
ッ
プ
粛
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

米
国
疾
病
管
理
セ
ン
タ
ー

（Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
の
統
計
に
よ
る
と
、そ

の
患

者
数
は
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

２
０
０
２
年
は
大
腸
菌
や
赤
痢
菌
の

患
者
が
多
く
発
生
し
た
た
め
、

米
国
疾

病
管
理
セ
ン
タ
ー
は
塩
素
に
よ
る
消
毒

の
徹
底
を
指
示
し
、

そ
の
後
は
大
腸
菌

な
ど
に
よ
る
患
者
は
減
少
し
て
い
る

が
、

ノ
ロ
ゥ
ィ
ル
ス
を
含
む
感
染
症
患

著
数
は
２
０
０
２
年
３
０
７
０
人
か
ら

２
０
０
５
年
３
９

９
５
人
と
増
加
し

て
い
る
。

こ
れ
は

塩
素
に
耐
性
を
持

つ
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス

の
特
徴
と
も
い
え

る

。

（
赤

痢

菌

（学
名

”
∽
耳
∞
①

】Ｆ
）
は

日
本

の

細
菌
学
者
志
賀
潔

が

発

見

し

た

の

で
、

そ
の
名
前
が

付

け

ら

れ

て

い

る
）ク

ル
ー

ズ
シ
ッ

プ
病
、

さ
ら
に
詳

2002左子 2003左千 2004左干 2005塗干

原因
生
日

報

数

態

数

総

者

生
ロ報

数

総患

者数

報告

敷

総患

者数 数

報

者数

乗船
沿震

者数

総態

ノロウイル

スを含む感

染症

大腸菌 1 1

サルモネラ

菌
1 1

ホ痢菌 1

その他 3

合計

Sources i CDC reportS and www.cruisejunkie,com

- 2  ク ル ー ズ シ ツプ 病 ダ)発生 例 (2004年 )

月  日 クルーズ船名 黒者数肉訳

10月 3日 ベーンダム号

オランダ ・米国ライン

1230人中39人が発病

557人中 2人が発藤
客
員

乗
船

12月10日ノルウエィシー号 1531人中44人が発病

683人中 4人が発病
客

婁

乗

船

12月10日ノルウエイドリーム号 1749人中73人が発原
744人中 9人が発療

客

昌

乗

総

12月16日ゴールデン
プリンセス号 ・カリブジアー

乗客 2742人中84人が発病

船裏 1100人中15人が発病
ces i CDC report

ニラムナーシングホー
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一灘
一一一一娑
衰
義
へ
ゐ

一一

水
循
環
と
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
糞
便
や
嘔

吐
物
は
、

最
終
的
に
下
水
処
理
場
に
流

入
す
る
。

今
ま
で
の
知
見
で
は
、

ほ
と

ん
ど
の
ウ
イ
ル
ス
は
汚
泥

へ
の
吸
着
に

よ
り
物
理
的
に
除
去
さ
れ
る
も
の
の
、

微
量
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
処
理
水
中
に

残
留
し
、

水
域
に
放
流
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
放
流
前
の
塩
素
消
毒
で
も
、

耐

性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
は
塩
素
濃
度
１０

ｍｇ
／
Ｌ
程
度

で
も
不
活
性
化
さ
れ
な
い
報
告
も
あ

る
。ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
は
海
域
の
貝
類
に
高

濃
度
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。

特
に
日
本
人
の
大
好
き
な
生
力

キ
、

カ
キ
は
多
量
の
海
水
を
ろ
過
し
、

そ
の
中
か
ら
栄
養
分
を
摂
取
し
て
増
殖

す
る
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
カ
キ
の
体
内

細
胞
で
は
な
く
、

そ
の
消
化
管
内
に
高

濃
度
で
蓄
積
保
持
さ
れ
る
。

い
わ
ば
ろ

過
残
留
物
で
あ
る
。

従

っ
て
調
理
す
る

時
に
、

そ
の
消
化
管
に
触
れ
な
け
れ
ば

被
害
は
な
い
が
、

実
際
に
は
調
理
の
時

に
破
壊
さ
れ
、

ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
の
付
着
し
た
力

化

狩
セ
食
し
食
中
毒
と
な

鱒

軋
時
黎
中
印
砕
中
帥
諦

穀

の
約
半
数
が

「ノ
ロ
，

峡

イ
ル
ス
に
よ
る
食
中

つ

毒
」
が
占
め
て
い
る
。

　
ゥ

ま
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
患

刻

者
は
年
々
増
加
傾
向
に

ぁ
亮
ぃ
ウ
イ
ル
ス
の
循

表 ． ４

環
、

す
な
わ
ち
ヒ
ト
か

ら
下
水
、

海
洋
か
ら
貝
類
、

貝
類
か
ら

ヒ
ト
と
そ
の
循
環
を
完
全
に
断
ち
切
る

必
要
が
あ
る
。

問
題
は
、

安
価
で

一
般

的
な
塩
素
系
消
毒
剤
に
耐
性
を
持

っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

水
道
に
お
け
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
研
究

「東
京
都
の
英
断
」

日
本
に
お
い
て
、

井
戸
水
か
ら
の
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
検
出
例
は
多
い
が
、

水
道

水
か
ら
の
検
出
例
は
少
な
い

（蛇
口
か

ら
の
二
次
汚
染
）
。

下
水
処
理
水
か
ら

の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
研
究
は
東
京
大
学

”

片
山
研
究
室
で
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。

水
中
の
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
消
毒
技
術

は
、

塩
素
消
毒
の
代
替
技
術
、

す
な
わ

ち
オ
ゾ
ン
法
、

紫
外
線
殺
菌
法
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、

Ｓ
Ｓ

（浮
遊
粒
子
）
に

付
着
し
て
い
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
も
多
い

の
で
、

最
終
的
に
は
上
記
消
毒
方
法
プ

ラ
ス
膜
処
理
が
必
要
で
あ
る
。

仮
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
国
民
的
な
関

心
事
に
な

っ
た
場
合

、
「安
全

・
安
心
」

を
目
指
す
浄
水
場
が
超

・
高
度
処
理

（オ
ゾ
ン
ま
た
は
紫
外
線
殺
菌
、

そ
の

後
膜
処
理
）
を
採
用
し
た
ら
、

大
き
な

水
処
理
市
場
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。

水
処
理
メ
ー

カ
ー
と
す
れ
ば

ハ

ッ
ピ
ー
な
話
で
あ
る
が
、

し
か
し

「お

い
し
い
水
」
の
論
議
の
時
と
同
じ
よ
う

に

「適
切
な
料
金
体
系
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、そ

こ
ま
で
水
道
で
必
要
な
の
か
」

と
大
き
な
課
題
が
横
た
わ

っ
て
い
る
。

最
近
、

東
京
都
水
道
局
が
来
年
度
よ

り
、

水
道
水
中
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
実
態

調
査

「Ｈ
の
浄
水
場
の
原
水
や
各
処
理

段
階
で
の
ウ
イ
ル
ス
の
有
無

。
濃
度
を

調
査
」
す
る
と
い
う
報
道
が
あ

っ
た
。浄

水
工
程
む
と
の
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
調
査
、

こ
れ
は
世
界
的
に
も
初
め
て
の
試
み
で

あ
る
。

東
京
都
水
道
局
の
姿
勢
は
、

ま

さ
に
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
ふ
さ

わ
し
い
行
動
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

大

き
な
エ
ー

ル
を
送
り
た
い
。

ま
た
結
果

に
つ
い
て
は
、

是
非
公
表
を
お
願
い
し

た
い
。

ノ
回
ウ
イ
ル
ス
研
究
の
難
し

さ

「人
体
実
験
し
か
な
い
」

世
界
的
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
話
題
に

な

っ
て
い
る
が
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
存

在
自
体
は
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
や
逆
転
写
Ｐ

Ｃ
Ｒ
法
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

「生
き
て
い
る
菌
な
の
か
、

死
ん
で
い

る
菌
な
の
か
」
の
判
別
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
人
体

へ
の
影
響
を
調
べ
る
際
、

多
く
の
困
難
が
存
在
し
て
い
る
。

根
本
的
な
問
題
は
、

こ
の
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
は
腸
管
系
て
の
み
増
殖
す
る
の

で
、

す
べ
て
人
体
実
験
で
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

米
国
で
は
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、

３０
％
以

上
の
ヒ
ト
が
発
病
す
る
こ
と
を
判
定
基

準
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

今
ま
で
の
知
見
か
ら
、

①
発
病
に
個

人
差
が
多
い

”
年
齢
や
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の

感
染
歴
、

例
え
ば
高
齢
者
が
発
病
し
や

す
く
、

ま
た
同
じ
年
代
で
も
５０
個
で
発

病
す
る
人
や
１
０
０
個
で
も
発
病
し
な

い
人
が
い
る
。

同
じ
生
カ
キ
、

カ
キ
鍋

を
食
べ
て
も
発
病
し
な
い
ヒ
ト
も
い
る

②
排
菌
期
間
が
人
に
よ
り
異
な
る

¨
菌

に
感
染
し
て
か
ら
潜
伏
期
間

（約
１
～

２
日
間
）
、

病
期

（１
～
３
日
間
）
と

ほ
と
ん
ど
の
人
が
同
じ
だ
が
、

菌
を
排

出
す
る
期
間

（１
週
間
か
ら
１
カ
月
、

菌
を
ま
き
散
ら
す
）
が
異
な
る
③
遺
伝

的
な
影
響
も
あ
る
ら
し
い

”
０
型
の
血

液
型
が
か
か
り
や
す
い
と
も
言
わ
れ
て

い
る
④
免
疫
性

”
一
度
罹
る
と
、
２
度

目
は
罹
ら
な
い
か
、

軽
い
場
合
が
多
い

⑤
進
化
す
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

”
下
水
中

の
ホ
ル
モ
ン
や
、

養
魚
場
の
抗
ウ
イ
ル

ス
剤
存
在
下
で
、

次
第
に
耐
性
を
高
め

進
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
ま
だ
ま
だ
解
ら
な
い

こ
と
が
多
い
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
。

最
近

は
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
の
ウ
イ
ル
ス
の
方
が

有
名
だ
が
、

こ
ち
ら
の
方
が
本
家
の
ウ

イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

さ

い
ご

に

分
析
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

多
く
の

化
学
物
質
や
病
原
菌
な
ど
が
単
離
、

特

定
、

計
量
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た

今
日
で
あ
る
が
、

水
道
水
中
の
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
の
挙
動
や
そ
の
対
策
に
つ
い
て

の
研
究
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

今
後
、

「世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

」
と
し
て

の
水
道
関
係
者
の
努
力
に
大
い
に
期
待

し
た
い
。

（お
わ
り
）

ズ
ば
朗
堂
イ
タ

吉
村

和
就

ミ
超、高度処理の可能性も

厚 生 労 働 省 の 統 計

国民的関心事になった場合…

年 2001左千 2002左千 2003左千 2004左手

愚 者 数 7.335メ、 7,961ノ( 10,603ノ( 12,537ノ(


